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６ 図４のように，長方形ＰＱＲＳと正方形ＡＢＣＤがあり，点Ａは辺ＰＳ上に，点

Ｂは辺ＰＱ上にあります。

(1) 正方形ＡＢＣＤの面積を求めなさい。

(2) 次に，辺ＰＳ上にＰＸのい長さが 10cm となるように点Ｘをとります。さらに，

正方形ＡＢＣＤを点Ｘを中心に反時計回りに 90 °回転させた正方形を考えます。

図５は正方形を反時計回りに 90 °回転させている途 中 の様子を表したものです。
と ちゆう

① 90 °の回転によって点Ａが通ったあとの線の長さを求めなさい。

② 90 °回転させた後の正方形と長方形ＰＱＲＳの重なった部分の面積を求めなさ

い。
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(1) 右図から，正方形の対角線

の長さは 3 × 2 ＝ 6cm なので，

正方形の面積は

6 × 6 ÷ 2 ＝ 18cm ２ です。

(2)
① Ａの通ったあとは，右下図

から，半径 10 － 3 ＝ 7cm，

中心角 90 度のおうぎ形の弧

なので，長さは

7 × 2 × 3.14 ×

＝ × 3.14 ＝ 3.5 × 3.14

＝ 10.99cm です。

② 重なった部分は右図の

斜線部分なので，面積は

もとの正方形の半分の面積

から，直角をはさむ 2 辺の

長さがそれぞれ 3 × 2 － 5 ＝ 1cm の

直角二等辺三角形の面積をひいたもの。

よって，18 ÷ 2 － 1 × 1 ÷ 2 ＝ 9 － 0.5
＝ 8.5cm ２ です。
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